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本

書

は

、

山

川

出

版

社

の

「

世

界

史

リ

ブ

レ

ッ

ト 

人

」

シ

リ

ー

ズ

中

、

最

初

に

出

版

さ

れ

た

五

冊

の

う

ち

の

一

冊

で

、

日

本

初

の

バ

ー

ブ

ル

の

伝

記

で

あ

る

。

バ

ー

ブ

ル

と

そ

の

時

代

、

そ

し

て

何

よ

り

も

、

バ

ー

ブ

ル

の

回

想

録

『

バ

ー

ブ

ル

・

ナ

ー

マ

』

研

究

の

世

界

的

権

威

で

あ

る

間

野

英

二

氏

に

よ

る

バ

ー

ブ

ル

伝

が

、

一

般

読

者

も

手

に

取

り

や

す

い

形

で

出

版

さ

れ

た

の

は

画

期

的

な

こ

と

と

言

え

よ

う

。 

 

冒

頭

の

「

本

を

手

に

持

つ

君

主

」

に

お

い

て

、

本

書

は

「

バ

ー

ブ

ル

の

時

代

の

政

治

情

勢

、

彼

の

お

り

お

り

の

心

境

と

彼

の

波

乱

に

満

ち

た

生

涯

、

彼

が

文

人

と

し

て

残

し

た

諸

作

品

と

彼

の

人

間

性

、

そ

し

て

彼

が

背

負

っ

た

時

代

性

」

を

扱

う

と

説

明

さ

れ

て

お

り

、

こ

れ

ら

の

そ

れ

ぞ

れ

に

一

章

が

割

か

れ

た

構

成

に

な

っ

て

い

る

。

冒

頭

で

は

ま

た

、

バ

ー

ブ

ル

の

簡

単

な

経

歴

が

紹

介

さ

れ

、

文

人

と

し

て

も

活

躍

し

た

と

い

う

特

徴

が

強

調

さ

れ

る

。

こ

こ

で

は

、

カ

バ

ー

表

の

、

庭

園

で

本

を

読

む

バ

ー

ブ

ル

の

肖

像

画

が

効

果

的

に

用

い

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

肖

像

画

は

バ

ー

ブ

ル

の

風

貌

を

良

く

捉

え

た

も

の

と

考

え

ら

れ

、

間

野

英

二

氏

に

よ

る

『

バ

ー

ブ

ル

・

ナ

ー

マ

』

校

訂

本

の

表

カ

バ

ー

に

も

掲

載

さ

れ

て

い

る

。 

 

「

バ

ー

ブ

ル

の

時

代

の

政

治

勢

力

」

は

、

バ

ー

ブ

ル

が

密

接

な

関

わ

り

を

持

っ

た

テ

ィ

ム

ー

ル

朝

、

モ

グ

ー

ル

・

ウ

ル

ス

、

ウ

ズ

ベ

ク

・

ウ

ル

ス

、

サ

フ

ァ

ヴ

ィ

ー

朝

、

ロ

ー

デ

ィ

ー

朝

に

つ

い

て

の

解

説

の

た

め

に

設

け

ら

れ

た

章

で

あ

る

。

当

時

、

中

央

ア

ジ

ア

か

ら

イ

ン

ド

に

か

け

て

の

地

域

で

活

動

し

て

い

た

政

治

集

団

間

の

複

雑

な

関

係

が

分

か

り

易

く

ま

と

め

ら

れ

て

い

る

。

次

の

「

バ

ー

ブ

ル

の

生

涯

」

で

は

、

中

央

ア

ジ

ア

時

代

、

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

時

代

、

イ

ン

ド

時

代

と

時

代

順

に

区

切

っ

て

、

バ

ー

ブ

ル

の

波

瀾

万

丈

の

人

生

が

述

べ

ら

れ

る

。

こ

の

区

切

り

は

、

『

バ

ー

ブ

ル

・

ナ

ー

マ

』

で

の

バ

ー

ブ

ル

自

身

に

よ

る

区

分

け

に

従

っ

た

も

の

で

あ

る

。「

文

人

と

し

て

の

バ

ー

ブ

ル

」

は

、

最

も

専

門

性

が

高

い

章

で

あ

る

。

本

書

で

も

ふ

ん

だ

ん

に

引

用

さ

れ

て

い

る

『

バ

ー

ブ

ル

・

ナ

ー

マ

』

の

記

述

の

特

色

、

構

成

や

言

語

、

校

訂

本

と

翻

訳

、

ま

た

、

バ

ー

ブ

ル

の

そ

の

他

の

著

作

の

内

容

や

出

版

状

況

に

つ

い

て

の

解

説

が

含

ま

れ

て

い

る

。

「

バ

ー

ブ

ル

の

人

間

性

と

そ

の

時

代

性

」

で

は

、

冬

の

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

ク

シ

ュ

越

え

、

息

子

フ

マ

ー

ユ

ー

ン

へ

の

手

紙

、

抵

抗

し

た

敵

の

首

で

塔

を

建

て

る

と

い

っ

た

印

象

的

な

エ

ピ

ソ

ー

ド

を

通

し

て

、

バ

ー

ブ

ル

の

性

格

が

描

か

れ

る

。

最

後

は

、

バ

ー

ブ

ル

に

よ

る

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

の

美

し

い

春

の

描

写

の

引

用

と

、

長

年

の

内

戦

で

荒

れ

果

て

た

現

在

の

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

の

復

興

へ

の

願

い

で

締

め

く

く

ら

れ

て

い

る

。 

 

最

後

に

個

人

的

な

感

想

を

述

べ

る

こ

と

を

お

許

し

い

た

だ

き

た

い

。

京

都

大

学

文

学

部

で

学

ん

だ

筆

者

は

、

本

書

の

随

所

で

、

学

生

時

代

の

講

義

の

情

景

を

あ

り

あ

り

と

思

い

出

す

こ

と

が

で

き

た

。

当

時

は

十

六

世

紀

の

中

央

ア

ジ

ア

の

こ

と

な

ど

何

ひ

と

つ

知

ら

な

か

っ

た

が

、
『

バ

ー

ブ

ル

・

ナ

ー

マ

』

の

魅

力

を

語

る

間

野

先

生

の

実

に

楽

し

そ

う

な

様

子

は

、

学

問

の

楽

し

さ

を

体

現

し

た

姿

の

よ

う

に

思

わ

れ

た

。

筆

者

に

と

っ

て

、

本

書

は

学

問

へ

の

誘

い

と

の

幸

福

な

再

会

で

あ

っ

た

。

本

書

を

通

し

て

、

多

く

の

人

々

が

学

問

の

楽
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し

さ

を

味

わ

う

こ

と

を

願

う
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二
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文
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